

















































































































と も こ  
子
【目的】療養支援部門では、毎日スタッフが退院支援に関するカン
ファレンスを行なっているが、その目的は明確になっていない。ス
タッフがカンファレンスを活用することで支援への困難感を解決で
き、自信を持って支援できるようカンファレンスを見直し、その共
通理解を図ることで、カンファレンスの目的やそれぞれのスタッフ
が担う役割を再認識でき、チームの成長のツールとなることを目的
とする。
【方法】1．平成24年8月から12月までの期間、実態調査を行ない、
療養支援部門のスタッフ4名に対し質問紙調査を実施する。2．カン
ファレンスの見直しは、ドナベティアン・モデルを活用して勉強会
を実施。
【結果】事例提供数に対し助言数が20％と少なく、カンファレンス
のほとんどが事例の報告にとどまっていた。また、どのような目
的で事例の提供を行なっているのかの質問に対し、困難事例の相
談75％、支援状況におけるスタッフの具体的アドバイスをうけたい
７５％、病棟との協働に対する報告50％、情報共有50％との結果で
あった。スタッフはそれぞれ目的を持ってカンファレンスに参加し
ているが、現状との相違が生じていることが明確になり、効果的な
カンファレンスが実施されていないことが分かった。また、スタッ
フに勉強会を実施した事で、カンファレンスに求められる結果と成
果が明確になり、積極的に参加するようになった。
【結論】今回カンファレンスに対する共通理解を図ることで、スタッ
フは積極的に支援困難事例を挙げるようになり、また助言数も増え
た。また、カンファレンスのルールと心得を説明したことで、自分
の発言に責任を持ち、年齢や職務に捉われないといった活発な意見
を導くツールとなった。これにより療養支援部門のチーム力を強め、
スタッフの退院支援の実施へとつながった。
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